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『年金だけでも暮らせます  決定版・老後資産の守り方 』

『60歳からの働き方で年金がこんなに変わる』

『現役社長・役員の年金～社長・役員に説明する人事・総務・士業必携～』

『社労士さんに聞いた 年金と老後とお金の話』

荻原 博子  著
［発行］PHP研究所（PHP新書）　　［発行年月］2019年1月　　［サイズ］新書判
［ページ数］238ページ　　［価格］800円＋税
［ISBN］978-4-569-84205-9

 「定年時に最低でも3,000万円の貯蓄が必要」。銀行や証券会社が強調し、気持ちを不安にさせる。一方で、老
後を年金だけで暮らす「勝ち組」は意外に多い。その差は、正確な情報を持っているかどうかである。年金制度を
効果的に活用し、できる限り出費を抑えれば、誰でも悠々自適な老後を送ることができる。本書では、知らないと
ソンをする「人生１００年時代の老後資産の守り方」を公開している。

奥野 文夫  著
［発行］WAVE出版　　［発行年月］2019年2月　　［サイズ］B5判
［ページ数］191ページ　　［価格］1,500円＋税
［ISBN］978-4-86621-177-0

　もらえる年金は60歳からの働き方次第！ そろそろ年金のことが気になってきたサラリーマンに向け、年金で損
をしないために知っておきたいことをまとめた書。よくある質問にも答える。定年を間近に控えた50代後半の男
性必読！ 定年後も働くべきか考えるのに参考になる。

奥野 文夫  著
［発行］産労総合研究所出版部経営書院　　［発行年月］2017年6月　　［サイズ］B6判
［ページ数］202ページ　　［価格］1,800円＋税
［ISBN］978-4-86326-242-3

　社長の年金相談日本一の社労士が教えます！ 経営者の老齢年金に特化し、経営者層から特によくある相談
への回答やよくある誤解への注意喚起を中心に、請求手続きなど、これだけは知っておきたいという事項を分か
りやすく解説。社長・役員は６５歳以降も現役として活躍している人が多く、年金に対する誤解や勘違いにより、
損をしたり、トラブルになるケースも多くなっている。本書は、多くの相談・支援実績を持つ著者が、正確な事実
を伝えることで、ライフプラン・経営計画・事業承継計画の根本的な見直しに役立ててもらえるよう、社長・役員
の年金手続きから受給までを解説している。

全国社会保険労務士会連合会  監修／原 佳奈子  編・著
［発行］中央経済社　　［発行年月］2019年12月　　［サイズ］A5判
［ページ数］209ページ　　［価格］2,400円＋税
［ISBN］978-4-502-32101-6

　公的年金の役割・仕組みに加えて、私的年金や老後に備えるための必要な情報が詰まっている。分かりやす
く書かれているので、スムーズに読み進めることができる。幅広い分野の情報が盛り込まれているので、老後へ
の備えとしてはもちろんのこと、社会のさまざまな制度を理解するのにも役に立つ１冊。

　人生100年時代に向けて、年々長寿化していますが、必ずしも健康な状態での一生（PPK）ではなく、平均寿命と健康寿命との間には、男性では
9歳、女性では12歳の差があります。この間に段 と々介護が必要な状態になって、最後は自分1人では何もできない状態になり、特に認知症が多く、
健康面でも経済面でも老後最大のリスクとなってきています。

1.平均寿命の推移

3.要介護者の割合

4.介護期間

5.介護費用

2.平均寿命と健康寿命の差

　厚生労働省が2019年7月30日に公表した
簡易生命表によると、過去最高を更新したこ
とが分かりました。国際比較で見ると、日本
女性の世界ランキングは香港（87.56歳）に続
いて第2位、男性は香港（82.17歳）、スイス

（81.4歳）に続いて第3位となりました。

　65歳以上における男女別・年層別にみた介護保険の受給者数および
人口に占める受給者数の割合は次表のとおりです。受給者数は男女共
80代後半、80代前半が多く、受給者の割合は、年齢とともにに高く、95
歳以上は男性が72.3％、女性が87.6％ となっています。

　介護期間は、平均4年7カ月で、4 ～10年未満が30％近く、10年以上
も15％となっており、費用面の負担が増加しています。

　生命保険文化センターの調査による
と、介護に伴う一時的な費用の平均は
69万円、継続的な月額費用の平均は7.8
万円となっています。
　総額では、69万円（一時費用）＋7.8
万円×54.5カ月＝494.1万円となり、老後
最大のリスクと言えます。また、認知症
になると、自分の資産を処分するなど法
律行為を単独ではできなくなるため、健
康状態のうちに、家族信託契約や任意
後見契約を締結しておくことが重要と言
えます。

老後最大のリスクである認知症と介護の実態

1960 年～ 2018 年は、完全生命表（厚生労働省）を基に作成。2018 年は簡易生命表を基に作成。
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（出所）生命保険文化センター「生命保険に関する全国実態調査」（2020 年度）
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（出所）厚生労働省「第11回健康日本 21（第二次）推進専門委員会資料」（2020 年 3 月）

平均寿命と健康寿命の差：2016年
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